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開場　１８:３０   
開演　１９:００ 
(２ステージ入替なし　途中入場可 ) (1drink=６００円～ ) 

MC=４５００円　＋２drinks order

岡部洋一
１９６２年東京都出身。 高校時代からパーカッショ
ンの演奏を始める。 早稲田大学在学中にラテン
音楽やロックのサークルに出入りし、 プロとして
の活動を開始。 歌謡曲のバックや、 ブラジル音
楽、 ジャズなど幅広く演奏する。 現在はトランス
ロックバンド 「ROVO」 や、 プログレッシブジャ
ズロックバンド 「ボンデージフルーツ」、 １６人編
成のブラスロックバンド 「THE THRILL」 のメ
ンバー。 ２００１年、 ソロアルバム
「SATIATION」 をまぼろしの世界からリリース。
２００６年には、 ソロライブアルバム 「感覚の地平
線」 をリリース。 主な共演アーティストは溝口肇、
佐藤允彦、 鈴木良雄、 向井滋春、 勝井祐二、
鬼怒無月、 芳垣安洋、 小野リサ、 Baden 
Powell、 João Donato、 ホッピー神山、 ショー
ロ ・ クラブ、 村田陽一、 村松健、 遠藤律子、
中村善郎、 福岡ユタカ、 酒井俊、 中島啓江、
アキコ ・ グレース、 木之下真市、 菅野よう子、
今堀恒雄、 納浩一、 柏木広樹、 木住野佳子、
中西敏博、 朝崎郁恵、 Saigenji、 鈴木亜紀、
リリアナ・エレーロ、 デビッド・サンボーン、 等々。

鳥越啓介
岡山県玉野市生まれ。 高校時代、 吹奏楽部に
入部しコントラバスを弾き始める。 高校卒業後、
社会人の傍ら地元のビックバンドなどで活動。
96 年脱サラ、 97 年上京。 99 年 PHAT のメ
ンバーとなり、 2001 年東芝 EMI Blue Note
レーベルより メジャーデビュー。 シングル 1 枚、
アルバム 2 枚を残し、 2003 年渋谷クラブクアト
ロでのワンマンライブを最後に解散。 その後は、
ジャズ ・ 邦楽 ・ ポップス ・ タンゴ ・ ブラジル音
楽などその豊かな才能を駆使し、 国内のみなら
ず海外公演も含め、 自らのバンドを展開し、 ま
た様々なセッションやレコーディングに参加。 繊
細且つ大胆でハーモニーを感じさせるその演奏
は、 コントラバスという楽器の固定概念に捉わ
れず、 独奏楽器としての更なる可能性を追い求
め、 幅広い音楽活動を行っている。 9 月に初の
ＤＵＯアルバム 「木魂」 が発売され、 益々注目
されるユニットとなっている。

柴田敏孝
1983 年 11 月 2 日 北海道岩内町生まれ。 3 歳
から電子オルガンを弾き始め、 5 歳でピアノに転
向。 小学校高学年の頃から父親とその仲間によ
るセッションにも加わるようになり、 ブルースやジャ
ズを体感する。 東京都内音楽大学付属高校に進
学のため、 単身上京し、 在学中より演奏活動を
開始。 自己のトリオで演奏している所をドラマー
の村上” ポンタ” 秀一に認められ、 20 歳で新メ
ンバーで結成された NEW PONTA BOX に参加
し、 アルバムリリース、 ツアーを行う。 それと同時
に彼の勧めでアーティスト名を 「柴田敏弥」 に変
えて活動を開始した。 一方でジャズヴォーカリスト
＆フリューゲルホーン奏者の TOKU のレギュラー
バンドや民謡歌手の伊藤多喜雄のバンドにも参加
し活動の幅を広げる。The Gospellers のメンバー
である北山陽一のソロプロジェクトではバンドマス
ターを務める。 クラブミュージックシーンでは 20
歳の頃より Calm のバンドで活動。 数枚のアルバ
ムに参加し、 現在もリリースツアーには毎年参加
している。 2010 年夏、 無期限の休業を宣言した
大黒摩季の休業前のツアーに参加し、 重要な役
目を果たした。 2011 年よりアーティスト名を本名
の 「柴田敏孝」 に戻す事を決意し、 現在に至る。
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2021 元旦 SPECIAL LIVE !!!

※マスクの着用を必ずお願いいたします。
※ご入場の際、 備え付け、又はご持参の消毒液にて手を消毒して下さい。


